
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

二 度目の 弁論ブーム と雄弁青年た ちの 盛衰

一 1900 −1930 年を 中心 として
一！L

井上義和 （京都大学大学院）

0 ．は じめ に

　 か つ て 日本に も、雄弁が エ リ
ート予 備 軍め 少年た ち を惹

きつ け、雄弁 に と り憑か れ た青年 た ちが 時 代を動 か そ うと

し、そ して 実際 に動 か さ れ も した時代が あ っ た。他方で そ

れ は、雄 弁が 自 ら 生 み 出 した メ デ ィ ァ と 運動 に 飲 み 込 ま

れ、追 い 越 さ れ、つ い に顧 み られ な くなる 時代 で もあ っ

た 。 本研 究 の 対象 は 、明治 30年代 か ら昭和 初 期 （ほ ぼ

1900・30年）の あい だ に盛衰サ イ ク ル を
一

巡 させ る、こ の

雄弁青年た ちの 時代 で ある。

　 「つ い に顧 み られな くな っ た」証拠 に、こ の領域 の 主題

化 を 試 み た 先行 研 究 は 極め て 少 ない （宮坂 1968，野 地

1980．高橋 1992 ）。ま た 近年、教養 主義 な ど高等教 育 の

文化 的側 面 へ の 歴 史 社会 学 的ア プ ロ
ー

チ が 注 目さ れつ つ あ

る が （筒 井 1995，竹 内 1999 ）、主 題 的 な 制約 もあ り、実

質的 に雄弁青年抜 きの 歴史叙述 が繰 り返 され て い る。

　 こ う した 研究動 向の 実情に鑑 み て、埋 没 して い た 存在 を

発掘する こ と はそ れ自体歴史学 的に有 意義 なこ と と思 われ

る 。しか し同時 に、そ れ が埋 没 して 顧 み られ な くな っ て い

く歴史的 ・社会的条 件を解 明する こ とも、社会学的 に は 有

意義 な問題で あ ろ う。こ の 両方 の 観点 が、と くに雄弁青年

とい う対 象 を扱 う際 に 重 要で ある こ とは、本論で 自ず と 明

らか に な る はずだ 。

　 あ らた めて 本報 告の 目的を確 認 して お こ う ：

  雄弁青年 を歴 史 的存在 と して 発掘 し、か れ らが 日本 近

　 代 史の な か で 演 じた 役 割の
一

端 を明 らか に する こ と。

  雄弁青年た ちが 忘却の 彼方 に 追い や られ で しまう歴 史

　 的 ・社会 的条件 を も明 らか に する こ と。

1 ． 「二 度 目」 の 弁論 ブー
ム ： 1905 −1915

　 明治 10年代 に 自由民 権運動 と並 行 して起 こ っ た演 説会の

流行 （第 1次ブーム ） につ い て は、興 味深 い エ ピ ソ
ー

ドを

集 成 した 宮 武 外骨 の 「明治演 説史 』　 （1929 ） をは じめ、

こ れ まで 民衆運動 史や 国語教育史、言論 ・メ デ ィ ア 史な ど

の 分 野 に お い て 比 較 的 よ く紹 介 さ れ て きた （中村 1993，

山 室 1990，後 藤 1972 ）。そ れ に対
．
して 、明 治 30年 代 後 半

か らの学 校弁論 部を 中心 とす る 二 度 自の流行 （第 2 次 ブ ー

ム 〉の ほ うは、殆 ど研究対象 に す ら な っ て い な い 。こ こ が

わ れ わ れ の 出発 地 点 で あ る。

　 さ て ． r第 三 高等学 校弁論部部 史1　（1935 ） を 繙 くこ

とか ら本研 究は 開始さ れ た 。 した が っ て、先 ずは こ の 資料

に 依拠 しな が ら対象時期の 見取図 を作 っ て お くの が 簡便 で

ある 。　【表】に 部史の 概略 を年表形式で まと め、　【図】に

関係者名簿を加工 して 年度 別現役 部員概数 をグラ フ 化 した

（両 者の 符合性 に注
．
目）。 こ れ に よ り、三 高弁論部 の 設立

（1899 ）以 降 の 質的 変容 ／ 量 的変 動 を辿 る こ と が で き

る 。

　三 高 の 弁論熱 に は 2 つ の 「山」が あ る。前 者 （明 44・大

3 ）は 関東の ブ
ーム に刺戟 さ れ て起 こ っ た とい う 「絢 爛た

る 弁 論部黄金時代」。一旦 沈静化 を経 て、ブ
ーム の 再 燃 を

思 わ せ る 後者 （大 14．昭 2 ）は、所謂 「思想問題 」に 牽引

さ れ て い る 点 で 前者 とは 異質 な もの で はあ る。しか し、こ

の 思想 問題以 前の 弁論部員 の なか に麻生 久 （大 2 ＞ ・赤松

克麿 （大 4） ・水谷 長三 郎 （大 7 ＞
・
大宅壮一

（大11）と

い っ た 名前 を発 見する とき、2 つ の 「山」は簡単 に は切 り

離せ な くなる。

　 また ブ
ー

ム 以前の 侮 蔑迫害時代 と ブーム 以後 の 絢爛 たる

黄金時代 は現象 的に は 対照 を な して い る が 、しか し 「動 も

すれ ば浅膚 と軽薄 とに 陥 り易い 弁論部 的理 想主義」　（安倍

能成 ） に 対 す る 戒め が
一

般 に繰 り返 さ れ た と こ ろ を見 る

と、内容 空疎 で技巧 的 な 演 説 屋＝演 説 使 い は
一
貫 して 跋扈

し続 け た よ うだ。全盛期 以 降も流 通 し た 1
．
弁論 部的 」な る

形容詞 の 用法 も微妙 で あ り、こ とは 雄弁青 年の本 質規 定に

も関 わ る 問題か も しれ ない 。

2．講 談社 社史 と学 生 社 会運動史 ： 1910 −1920

　 雄 弁 青年 の系 譜 を辿 っ て い く と、戦 前期の 大 衆 娯楽文化

の 代名詞＝講談杜 と岩波教 養文化の 最左翼＝学生社会運動

とが 、意 外 な接 点 を も っ て い る こ と に 気づ く。あ る い は

r講 談 社 文 化 と 岩 波 文 化 の 対 立 」　 （『昭和 史 1 初 版

1955 ）の 前 史 時 代 に お い て 、両 者 未分 化状 態 の ユ
ー

ス カ

ル チ ュ ア を代 表 す る地 位 に あった の が雄弁 青年で あった と

言 っ て も よい
。 その 両 義性 を最 もよ く象徴 す るの が 、雑誌

『雄弁』で あり学 生運動初期の 闘士た ち で あ っ た。．
　 第 2 次弁論 ブーム は明治4Q年代に 頂点に 達す る。す で に

明治30年代を 通 じて 主な高等学 校 ・高専 ・私学 に は設立 さ

れ て い た 学校公認の 弁論部 が、つ い に東 京帝国大学法科大

学で も実現 （1969 ）．。 率 先 して それ に 助力 した 当 時の 法

科大 学書記 ・野間清治が 大 日本雄弁会 を設 立 し （同年）、

さ らに 発会式の 演説速記 を
．
もとに雑 誌 『雄 弁』 を創刊 させ

る に 至 っ た （1910 ）。こ れ が 大正 期 を通 じて 雑誌王 国
・
と

呼 ば れ る まで に 成 長 す る講談社 の 前 身で あ る こ と は周 知の

事実 だ。

　 「そ の 頃 は 中 学か ら大 学 まで の 弁論 部的人 間相手の 雑誌

の よ うだった 」とは 大正 初 年の 中学 時代 に 弁論部員だ った

林達夫の 回顧 。 実際、明治末期 h・ ら大正 前期 まで （．ほ ほ
．

＝ 89
・一
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1田 0年代） の 1雄弁 」 は、弁論 ブーム と帝 大法科 を 結合

させた 延長線上 にお い て 硬派的 ・高級 的な 雑誌 を指向 して

い た 。自ず と f中央公 論1　『改 造 1 の よ うに 総合雑誌化の

一途 を辿 るが 、森 戸 事件 （1920 ） をきっ か けに 野 間が編

集 部 に介 入、結 局 もとの 弁論雑誌 に戻 る こ とに な っ た 。だ

が 単純に もとに 戻 っ た わ け で は な い 。こ れ 以 降 『雄弁』の

想定 する 読者層 は、都会の 知識青年 よ りも地 方の 教 員 ・勤

労 青年 に シ フ ト して い く。

　雄 弁青 年 た ち が 同 時 代 最 先 端の 革新 的気 分 を代表 して い

た こ と は、学 生 社 会 運 動 史 研 究の 知見 か ら も確 認 で きる

（菊川 1931，ス ミス 1978 訳 ）。 た と えば 組織性 と持 続性

に お い て 1日本学生運動の 源流」 とされ る新 人会は 東京帝

大 緑 会弁論 部 の メ ン バ ーが 巾核 とな っ て 結成 （1918） さ

れ た もの で ある が、．大正 中期 に は じまる学 生運動は （少 な

くと も初期 の段 階で は）大学や高等学校 の 弁論部 を母胎 と

して い た 。何 も旧 制高校
一
帝大の 官学系 だ けの こ とで は な

い 。伊 藤隆 r大 正期 1革款」派の 成立 』　 （1978 ） をは じ

め とす る政 治 史研 究の 蓄積 （季 武1998 ．有馬 1999） を主

要私学の 弁論部部史 ・名簿 などの 資料 で フ ォ ロ
ー

して い く

と、私学 系雄弁 青年 の 重要性が 分 か っ て くる。

　東 京帝大 新人 会 に は じま る学 生 運 動 が、イ デ オ ロ ギ
ー

的

に は 百花 繚乱 で 理 想 主義 的 熱 意 の
一点 で結 集 して い た 前期

段 階 か ら．マ ル クス 主義 を主流 とす る後期段 階に 移行す る

の は．全国学生 連合会；学連結 成 （1922）以 降の こ とで

ある 。 そ の 量 的拡大／質的転換と ともに、母胎 で あ りイン

フ ラ で あっ た 弁論部 は フ ラ ク シ ョ ン 活動 の場 として 併呑 さ

れ、い つ の 間に か 1弁論部 ⊃ 学生 運動」 か ら 1学生運動 ⊃

弁論 部」 へ と包摂 関係が 逆転 して い た。

a ．曝和 初 期 の 転 回 と雄弁N 年 の 交曁 ： 1920 −1930

　 弁論部は 、新設の 高等学校 （地 名校） を含 む か な りの 部

分 の 高等教 育機関に 設立 さ れた （文部省教 学 局 「学 内 団 体

一
覧 』 1940 ） 。 1 節 で 触 れ て お い た 、大正 末期 か ら の

ブ
ーム 再燃 の 「山」の 背景 には、こ う して各校 に定着 した

弁論 部活動 の 全国展開 もあ っ た。とこ ろが そ の 後、事 態は

急転 回を迎 える こ とに なる。

　 高等学校 長会 議 の 申合 わせ （1924 ） に 従 い 高校 社研 の

大 部分が 解散 に 追い 込 まれ、さらに文相通達 （r生 徒 の 左

傾思想取締 に 関 す る 件』1926＞で は 弁論 部活動 を規制 す

る 項 目が 盛 り込 まれ た。各校 の 弁論部が 学校 当局 との 局所

的な 攻防 を繰 り広げつ つ も後退 を余儀 な くさ れ て い き （帝

国大 学 新 聞記 事 ）、三 高の 『弁 論部 部史』 が 1校 内一般 の

無 関 心 主義 ・学 生 弁 論界の 不 振」 を嘆い た の は 昭 和初期

（1930 年前 後）
．
の こ と だ。こ う して 雄 弁青年 た ちの 時代

は学生 運 動 も ろ とも弾圧 さ れ衰 退 の うち に 幕 を 閉 じた、か

に見 える が一

　雑誌 rキ ン グ』
．
を創刊 （1925 ）し た 大日本雄弁会＝講

談社は、大衆路線を国民的規模で 展開する よ うにな っ て い

た。雑誌 「雄弁』も、創刊20周年記念事業 と して 1巡 回実

験 雄 弁法講座 」を開設 （1929 ）、2年 間か けて 全 国の 師

範 学校 と青 年 団 を巡 回 した ほ か、全国の 青年団 員 を集 め て

1全 ・青年・弁 選手・大・・瞬 … 19… 41・・

ど、い よい よ実践 的 な地方 青年に傾斜 して い く。当時 の 読

書 調査 （r全 国青年 団基本 調査』1930 ）に よれ ば、昭和

初期 の 『雄弁』 は 青年団員の 愛読雑誌 で あ るだ けで な く、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
（売上 部 数を考慮 に 入れ る と）読者 層の か な りの 部分 を 青

年団 員 に 依存す る まで に な っ て い た こ とが 分か る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

国青 年 の 雄 弁 た る に 至 り、社 長の 理 想 は ほ ・’実 現 さ れ た の

で あつ た」 と 中村 孝也 1野 間清治 伝』　 （1944） は 総括 し

1当初 は 専 ら榔 牲 の 雄 弁1で あつ た もの 鰍 第 に全

て い るが 腰 す る に 帝都難 「の 撤退 と齣 静 の 参入 に

よ 峅 論 ブ ．ム の 担 い 手が入燼 わ 。 た と 、、 うに 過 ぎな

い 。む しろ 深刻 な の は、雄弁青年の イ メ ージが、あの 講談　　　　　　　　　　　　　 　
社 に よ っ て 代表 さ れて しま う：1との ほ うで ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

4 ・
．
も うひ と つ の 終わ 肪 i

　 『紅萌 ゆ る
一

昭 和 初年 の 青春 一
』　 （1978 ） の 筆者土 屋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

祝郎 は 、第 三 高等 学校 入学 （1，929） 以 前は 『浜 口 雄幸 大

雄繝 ・輸 す・ 雄弁少嘱 ・ 瀦 等 学 校 ・ 催・ es一

回 東 北 ・北 海道 中等 学校弁黻 会で 優勝 した経験 もあ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

三 高入 学後 も、浜口 雄幸
・永井 柳太郎 ・鶴見祐輔 ・大 山郁

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

夫 とい ・ た 当代 の 雄 糘 た ちカi京都大 阪“こ遊 説 に 謙 るた

　　　　　　　　　　しか し寮の 同室 の 先輩 に 「彼 らの 雄びに 出掛 けて 行 くが、

弁術 なる もの は大正 時代 の 残躍にすぎな い よ」 とア ッ サ リ

片づ け られた上 、それで も懲 りない 土 屋 は 「オ ンチ 扱い 」

さ れ て 笑 わ れ る 始末 。 三 高生 曜もう浜口 や永井 を前世 紀の

遺物と して 投げすて て 、さ らにそ の 先へ 進 ん で い っ て しま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

っ て い る とい うの カー と、土屋は 訝 る 。　　　　　　　　　　　　　 　
　姫 路 高等 学 校 校 友 会 に よ る…読 書調 査 報告 （1931 ） で

蠶 駕篇。罐籌鬻麗箋聯
世主 義で あるが

一
般 に 反動 の 名 を以 て 知 ら れ る御 用 団体 的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
傾 向」 と分 類 さ れ た （『旧 制高等学校全書第七 巻 ／生活 ・

教 養編 2』）。帝 国大学 新 聞 （1929 ）に は、　r改 造亅の

か わ りに 【雄弁』等 の 「低級 な る郡小 雑誌」 を押 し付 けて

　　 　　　　 　　　 　　　　 1
くる 図書室の 思想善導 的措 置に憤 慨す る五 高生 の 投 書が 寄
　　 　　　　 　　　 　　　　 に
せ られた。昭和初期、す で に 雑誌 r雄弁』 は高等学校生 徒　　　　　　　　　　　　　 脚
か らは 相手 に さ れ な くな っ て V｝た の で あ る 。 正 確 に は、積

極 的に 嘲笑さ る べ き相手に な っ 「て い た、と言うべ きか 。　　　　　　　　　　　　　 　
　明治40年代 を頂 点 とする 第 2吹 弁論ブ

ー
ム は、結果 とし

て 1双頭の 怪物 」 を呼 び 出 し廻。ひ とつ は野 間 齲 の畑

本 雄 弁 会二講 談社で あ り、もう1ひ とつ は東京帝大新 人会 に

代 表 され る 学生 運動 で あ る 。どもに 弁 論 ブ
ー

ム の 成 果 か ら

最大 限の 可能性 を引 き出 して 巨大化 した の で あ る。この 双
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
頭 の 怪 物は大 正 期 を通 じて 勝 舌に 成長 し、結果 と して弁論
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ブ
ーム を飲 み 込 ん で い く。飲 み込み の 過程 は 時間差 をと も

な っ て 進行 し、昭和初期 まで 壱ヨ完 了 した。

　　　　　　　　　　　　　］
＊　 文献等の 詳細 は 当 日配布の レ ジュメ を参 照の こ と 。
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